
六
月
十
六
日
午
前
、
第
五
九
回
大

阪
府
連
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
国

交
回
復
四
一
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
日
中
両
国
の
対

立
は
、
最
悪
と
も
い
え
る
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
、
不
再
戦
平
和
の
活
動
、

戦
後
補
償
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

運
動
、
中
国
帰
国
者
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
太
極
拳
や
き

り
え
な
ど
の
毎
月
行
事
に
取
り
組
み
、

支
部
活
動
五
原
則
を
守
っ
て
組
織
強

化
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
西

支
部
か
ら
の
発
言
や
、
七
月
に
平
和

の
た
め
の
東
大
阪
戦
争
展
と
し
て
開

催
す
る
漫
画
展
に
つ
い
て
東
大
阪
支

部
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

堺
市
で
中
国
残
留
婦
人
の
半
生
を

描
く
一
人
芝
居
「
帰
っ
て
き
た
お
ば

あ
さ
ん
」
の
感
動
の
舞
台
を
、
７
０

９
席
の
座
席
を
満
席
に
し
た
経
験
を

浅
田
美
奈
子
さ
ん
が
特
別
発
言
を
さ

れ
ま
し
た
。

普
及
三
五
周
年
記
念
の
「
太
極
拳

ま
つ
り
」
の
開
催
、
テ
ー
マ
ご
と
の

「
中
国
研
究
会
」
の
発
足
、
「
中
国

百
科
検
定
」
に
も
新
し
く
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

大
会
は
「
八
尾
空
港
で
の
オ
ス
プ

レ
イ
飛
行
訓
練
に
反
対
し
、
受
け
入

れ
発
言
の
撤
回
を
求
め
る
」
特
別
決

議
と
「
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る
」
決

議
を
採
択
し
ま
し
た
。

午
後
に
は
「
日
中
関
係
の
転
機
を

ど
う
と
ら
え
、
い
か
に
再
構
築
す
る

か
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
二
月
に
も
参
加
さ
れ
た
方

も
含
め
六
〇
名
が
熱
心
に
聞
き
入
り
、

講
師
も
多
彩
な
質
問
に
丁
寧
な
回
答

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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五
月
三
一
日
か
ら
六
月
五
日
ま
で
、

エ
ル
・
お
お
さ
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

第
三
六
回
全
大
阪
き
り
え
美
術
展
が

開
催
さ
れ
、
六
〇
〇
名

近
く
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

大
阪
府
内
と
関
西
の
き

り
え
サ
ー
ク
ル
会
員
か

ら
九
一
点
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

一
〇
回
出
品
四
名
、

二
〇
回
出
品
二
名
、
三

〇
回
出
品
四
名
が
記
念

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
前

回
よ
り
少
し
出
品
数
が

減
り
ま
し
た
が
、
新
し

く
出
品
さ
れ
た
方
が
、

九
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

大
阪
西
支
部
企
画
の

平
和
の
旅
は
、
五
月
十

日
か
ら
長
春
・
ハ
ル
ピ

ン
・
牡
丹
江
へ
六
名
が

市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

牡
丹
江
郊
外
・
頭
道

河
子
村
の
村
民
は
み
ん

な
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
大
き
な
声
で
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
協
会

の
旗
を
囲
ん
で
村
民
と

一
緒
に
記
念
撮
影
。

村
民
と
の
交
流
で
は

政
府
な
ど
上
で
も
め
て

も
市
民
レ
ベ
ル
は
仲
よ

く
と
強
調
さ
れ
、
草
の

根
の
日
中
友
好
・
交
流

が
大
切
と
感
じ
ま
し
た
。

九
〇
歳
の
養
母
が
住

ん
で
い
る
長
春
市
の
日

中
友
好
楼
で
、
敗
戦
の

混
乱
時
、
は
ぐ
れ
て
泣

い
て
い
た
一
才
の
女
の

子
を
助
け
て
、
養
母
と
し
て
三
七

年
間
育
て
た
が
、
国
交
回
復
で
日

本
の
両
親
が
訪
ね
て
き
て
話
し
合

い
、
日
本
の
実
父
母
の
思
い
を
理

解
し
て
、
日
本
へ
の
帰
国
を
快
諾

し
た
。
帰
国
は
当
然
の
こ
と
と
明

る
く
答
え
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て

も
印
象
的
で
、
訪
問
し
た
六
名
に

は
心
地
よ
く
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

今
年
の
大
阪
西
支
部
平
和
の
旅

は
鉄
道
の
旅
、
向
い
合
わ
せ
の
座

席
で
市
民
と
の
交
流
や
、
食
堂
車

で
の
食
事
、
グ
リ
ー
ン
寝
台
の
経

験
、
車
窓
か
ら
の
な
が
め
な
ど
ゆ
っ

た
り
と
し
た
民
間
交
流
も
深
ま
る

友
好
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

長
春
や
頭
道
河
子
村
で

市
民
と
の
交
流
を
深
め
る

会員の皆様へ緊急連絡です。日中大阪府連事務所が

移転します。移転先は〒530-0012 大阪市北区芝田

２－３－１９ 東洋ビル本館２０７号室です。

中国語教室は２０５・３０５号室です。

電話番号やメールアドレスは変わりません。

連絡先：大阪府連06-6372-8131

大阪府連事務所移転します

中
国
研
究
会
八
月
か
ら
発
足

オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
反
対
を
決
議

第
三
六
回
全
大
阪

き
り
え
美
術
展
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四
月
二
〇
日
（
土
）
東
大
阪
支
部

交
流
会
を
兼
ね
た
総
会
が
、
中
国
残

留
邦
人
帰
国
者
二
世
と
そ
の
配
偶
者

（
三
組
四
名
）
や
会
員
の
友
人
な
ど

多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
集
ま
り
、
四
年
連

続
で
開
催
さ
れ
、
年
々
参
加
者
が
増

え
二
〇
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

栗
山
事
務
局
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、

廣
原
支
部
長
の
映
画
の
簡
単
な
紹
介

の
あ
と
、
日
中
国
交
回
復
一
〇
周
年

記
念
「
未
完
の
対
局
」

を
上
映
し
ま
し
た
。
長

時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず

画
面
に
く
ぎ
づ
け
と
な

り
、
時
間
が
短
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
休
憩
を

は
さ
ん
で
昼
食
・
交
流

会
と
な
り
、
帰
国
二
世

の
か
た
は
、
た
ど
た
ど

し
い
日
本
語
で
自
己
紹

介
を
さ
れ
ま
し
た
。
浅
野

耕
世
東
大
阪
市
議
（
会
員
）

か
ら
来
賓
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

帰
国
二
世
の
配
偶
者
で

常
恩
厚
氏
（
太
田
智
由
）

に
よ
る
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン

の
独
奏
と
演
奏
に
よ
り
、

参
加
者
全
員
で
合
唱
し
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
二
部
と
し
て
元
中
国

人
民
解
放
軍
軍
医
の
北
郷

副
支
部
長
に
よ
る
「
関
東

軍
」
と
「
満
州
国
」
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
行
い
、
十
三
年
度

の
運
動
方
針
案
と
役
員
選
出
を
全
員

の
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。

平
和
の
た
め
の
東
大
阪
戦
争
展
の

メ
イ
ン
企
画
の
一
つ
と
し
て
、
漫
画

展
「
中
国
か
ら
の
引
き
揚
げ
〜
少
年

た
ち
の
記
憶
」
が
、
七
月
二
七
・
二

八
日
の
両
日
、
東
大
阪
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

東
大
阪
支
部
は
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

日
中
手
持
ち
の
資
料
も
提
供
し
ま
す
。

五
月
二
六
日
、
あ
な
た
と
家
族

の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
「
正
し

く
知
ろ
う
！
Ｐ
Ｍ
と
中
国
事
情
」

を
テ
ー
マ
に
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

第
一
講
演
は
大
阪
経
済
大
教
授

山
本
恒
人
府
連
副
会
長
が

「
中
国
の
大
気
汚
染
」
を
テ
ー

マ
に
、
中
国
が
市
場
経
済
を

突
き
進
む
中
で
、
世
界
問
題

に
押
し
上
げ
て
き
た
中
国
の

大
気
汚
染
問
題
を
詳
し
く
解

明
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
講
演
は
つ
く
ば
健
康

生
活
研
究
所
代
表
の
嵯
峨
井

勝
さ
ん
が
「
Ｐ
Ｍ2

.
5

の
健
康

影
響
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
Ｐ

Ｍ2.5

の
発
生
源
や
健
康
へ
の
影
響
、

今
後
の
課
題
な
ど
こ
れ
ま
で
の
公

害
、
薬
害
問
題
の
教
訓
か
ら
、
今

後
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
な
に
を

学
ぶ
べ
き
か
、
Ｐ
Ｍ2

.
5

を
ど
う
す

べ
き
か
と
詳
し
く
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

「
講
演
内
容
は
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」
「
植
物
へ
の
影
響

に
つ
い
て
の
説
明
が
ほ
し
か
っ

た
」
な
ど
の
声
と
、
市
民
運

動
が
大
気
汚
染
や
さ
ま
ざ
ま

な
公
害
の
規
制
に
役
立
っ
て

い
る
事
実
を
直
視
す
る
こ
と

が
大
切
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
大
気
汚
染
と
Ｐ
Ｍ2.5

の
健
康
影
響

あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
の
学
習
会

東
大
阪
支
部
総
会
開
く

「
関
東
軍
と
満
州
国
」
講
演
会
も

東
大
阪
市
で
漫
画
展

日
本
中
国
友
好
協
会
第
六
二
回

大
会
は
六
月
一
日
・
二
日
の
両
日
、

静
岡
県
伊
東
市
で
２
０
０
名
を
こ

え
る
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
中
両
国
の
友
好
交
流
関
係
は
、

国
交
回
復
後
最
悪
の
困
難
な
状
況

と
な
り
「
尖
閣
問
題
の
平
和
的
解

決
を
求
め
る
各
界
ア
ピ
ー
ル
」
の

賛
同
署
名
を
全
国
各
地
で
繰
り
広

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

在
日
中
国
大
使
館
か
ら
湯
本
淵

公
使
参
事
官
が
来
賓
あ
い
さ
つ
さ

れ
ま
し
た
。
（
右
上
写
真
）

不
再
戦
平

和
、
戦
後
補
償
問
題
の
解
決
、
中

国
か
ら
の
帰
国
者
支
援
の
活
動
や
、

ま
た
、
両
国
民
の
相
互
理
解
を
深

め
る
た
め
の
交
流
活
動
、
さ
ら
に
、

中
国
脅
威
論
を
打
ち
破
り
、
草
の

根
の
友
好
を
強
め
、
確
信
を
も
っ

て
日
中
友
好
運
動
を
進
め
る
こ
と

な
ど
が
討
論
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪

か
ら
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
尖
閣
問
題

平
和
ア
ピ
ー
ル
採
択

六
月
九
日
堺
市
で
中
国
残
留
婦

人
の
半
生
を
描
く
不
朽
の
名
作

「
帰
っ
て
き
た
お
ば
あ
さ
ん
」
が

１
８
０
回
記
念
公
演
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
演
に
先
立
ち
浅
田
勝
美
実
行

委
員
長
か
ら
「
数
年
前
、
中
国
・

福
建
省
で
の
中
国
残
留
婦
人
と
の

出
会
い
と
今
回
の
堺
で
の
上
演
に

至
っ
た
経
緯
、
そ
し
て
人
と
人
を

結
び
つ
け
た
縁
を

入
場
者
全
員
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

（
泉
州
市
の
青
年

が
送
っ
て
き
た
中

国
伝
統
の
民
芸
品
）

中
国
結
（
チ
ョ
ン
ゴ
ウ
ジ
エ
）
に

た
と
え
た
」
感
動
的
な
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

７
０
９
席
の
会
場
は
満
席
で
、

幕
が
閉
じ
る
と
鳴
り
止
ま
な
い
拍

手
で
、
観
客
に
大
き
な
感
動
を
与

え
ま
し
た
。
当
日
会
場
で
は
堺
支

部
も
、
日
中
問
題
学
習
講
演
会
の

紹
介
や
、
弁
護
士
さ
ん
と
中
国

「
残
留
孤
児
」
の
配
偶
者
の
生
活

支
援
を
求
め
る
請
願

署
名
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

写
真
は
十
六
日
の
府
連
大
会

で
取
り
組
み
の
経
験
を
発
言

す
る
浅
田
美
奈
子
さ
ん

堺
市
で
中
国
残
留
婦
人
の
半
生
を
描
く

不
朽
の
名
作
１
８
０
回
記
念
公
演


